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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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年間予約購読は前金にて書店あるいは弊社宛

お申し込み下さい。ただし，年間購読料は年

度により異なりますので，書店または弊社ま

でお問い合わせ下さい。
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　今回は「緊急内視鏡の適応と実際」と題して特集を企画した．いずれも読み応えのあ
る論文ばかりであり，本号を通読いただければ，消化管から膵・胆道疾患まで，現在
行われている緊急内視鏡の全体像が俯瞰できる内容となっている．ご多忙のなか，執
筆くださった先生方に，この場を借りて心より御礼申し上げます．
　緊急内視鏡は発症から 24時間以内に実施する内視鏡を指し，そこでは，知識と経験
に基づいた冷静な判断と動物的な勘が試される．緊急内視鏡を通して，多くの内視鏡
医が，自分の存在価値を認識し，やりがいを感じるとともに，一内視鏡医の限界，チー
ム医療の重要性，他医療者の有難みを感じるのではないだろうか．医師の負担軽減が
声高に叫ばれ，働き方改革関連法案が国会で議論されているが，緊急内視鏡を必要と
する患者は待ってくれない現実があり，消化器内科には消化器内科に適した働き方改
革が求められよう．
　2013年 1月，私がワーキンググループ（WG）長を拝命し発足した内保連・外保連合
同の「内視鏡における適正な診療報酬に関するWG」は，関係各位の協力を得て 2016年
11月に『内視鏡試案』（第 1版）の発行とともに解散し，同合同「内視鏡委員会」（清水伸
幸委員長）に継承された．内視鏡試案でも素案当初から休日・時間外・深夜加算の概念
をうたっており，どこまで素案段階のものが参考にされたか知る由もないが，2014年
度の診療報酬改定において創設された休日・時間外・深夜加算では，1,000点以上の処
置・手術に加え，緊急内視鏡検査も本加算の対象とされ今日に至っている．内視鏡医
の身勝手に終わらない働き方改革のためには，このようなインセンティブを高める活
動も重要であろうが，もっとも重要なことは，Japan Endoscopy Database（JED）など
を使った日本初の緊急内視鏡にまつわるエビデンスの構築と，緊急内視鏡の場でプ
レーイングマネージャーとして陣頭指揮を執る，次世代を担う有能な内視鏡専門医の
育成ではないかと思っている．本特集の編集を通して，私も微力ながらその一翼を担
いたいとの思いを新たにさせていただいた．

 （藤城　光弘）

2026/09/14 12:51:18


